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要旨 
  1999 年 11 月から 2017 年 3 月にかけて、留学生相談室が関与した住居関連の事案が
264 件発生し、275 人の留学生がこれらの事案に関わった。264 件の事案のうち、129 件が
民間住宅に関わる事案、128 件が大学宿舎に関わる事案、7 件がその他（公営住宅、他大学
宿舎）に関わる事案であった。民間住宅に関わる事案で最も多かったのは、家主・不動産
屋とのトラブル 44 件である。44 件中、明らかに留学生側に問題があった事案は 23 件、家
主・不動産屋側に非があった事案は 10 件で、残りの 11 件はコミュニケーション不足によ
る誤解が招いたトラブルである。大学宿舎に関わる事案で最も多かったのは、環境・設備・









き、本学の場合、①交流・支援領域が 4～5 割、②勉学関連領域が 1～2 割、③生活関連領
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は、ここ 10 年あまりのことであり、50 年前に「国際的な人間教育の場」としての京都国
際学生の家が設立された事実は賞賛に値する。 



























ることも明らかになった。本稿では、過去 17 年 5 か月の間に大学宿舎或いは民間住宅等に





 住居関連領域事案は、本稿分析対象期間内に 264 件発生し、275 人の留学生が関わった。
騒音トラブルなど複数の留学生が関与した事案が存在するため、関係した留学生数は事案
数より多い。これら 264 件の事案、275 人の留学生に対して、留学生相談室は延べ 806 回
の対応を行った。264 事案の内訳は、アパート等の民間住宅に関わる事案が 129 件、本学






と考える。すなわち、本稿分析対象期間内で見ると、次のとおりである。1999 年 11 月現
在では、留学生宿舎は下の 1)のみであった。 
1)岡山大学外国人留学生・研究員宿泊施設 
  ①北棟：留学生単身用 44 室、研究者単身用 6 室 
  ②南棟：留学生単身用 88 室、研究者単身用 12 室 
   留学生用 合計 132 室  研究者用 合計 18 室 
 2011 年 4 月、国際交流会館竣工に伴い、150 室全室を留学生単身用とし、名称を岡山大
学桑の木留学生宿舎に変更した。2012 年度後半には北棟の耐震構造改修工事が行われた。
2014 年 10 月には、桑の木留学生宿舎北棟・南棟の各フロアに 1 人ずつ、合計 8 人の日本
人学生のレジデントアシスタント（RA）が配置され、留学生の入居定員は 142 人となった。 
 2)岡山大学福居留学生宿舎 2010 年 4 月入居開始 
   留学生単身用 21 室 
 3)岡山大学国際交流会館 2011 年 4 月入居開始 
   研究者用 （夫婦用 14 室、長期単身用 3 室、短期単身用 30 室）合計 47 室 
   留学生単身用 18 室 
 ただし、留学生在籍者数急増に対処するため、2017 年 10 月に研究者用夫婦部屋 8 室を
留学生用（2 人相部屋）に転用することになった。 
 4)国際学生シェアハウス 2016 年 4 月入居開始 
   単身用 30 ユニット 120 人収容（留学生 90 人、日本人学生 30 人） 
      1 ユニット＝留学生 3 人＋日本人学生 1 人 
 従って、本稿分析対象期間内の宿舎の留学生収容定員の変遷は次のとおりである。 
 ①1999 年 11 月～2010 年 3 月：132 人 
－  18  －
宇塚　万里子 ・岡　益巳 ・藤本　真澄
 ②2010 年 4 月～2011 年 3 月：153 人 
 ③2011 年 4 月～2014 年 9 月：189 人 
ただし、改修工事期間中の 2012 年 10 月～2013 年 3 月：139 人 
 ④2014 年 10 月～2016 年 3 月：181 人 
 ⑤2016 年 4 月～2017 年 9 月：271 人 
 ⑥2017 年 10 月～現在に至る：287 人 
 留学生在籍者に占める留学生宿舎入居者定員は、1999 年度現在では 37.1％であったが、
在籍者数の増加に伴い漸減し、2009 年度には 21.1％にまで低下した。2010 年度に教職員
独身寮を改装した福居留学生宿舎が完成し、且つ、翌 2010 年度末には国際交流会館が竣工
した。他方、2009 年度をピークに 2014 年度前期まで 4 年半連続して留学生在籍者数が減
少した。このため、留学生宿舎入居定員比率は、2010 年度 26.7％、2011 年度 37.1％に増
加し、留学生在籍者数が底を打った 2014 年度には 41.0％となった。その後在籍者数は増
加に転じたが、2016 年度には国際学生シェアハウスが完成したため、留学生宿舎の定員が
一挙に 90 人も増加し 271 人収容可能となり、同年 5 月 1 日現在の在籍者 602 人の 45.0％
をカバーできるまでになった。 
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留学⽣在籍者数 宿舎定員
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 年度別の事案数と述べ対応回数を図 2 に示した。事案総数 264 件であり、1999 年度を 0.5
年とカウントすると、年度平均事案数は 15.1 件である。延べ対応回数は 806 回であり、年
度平均は 46.1 回である。事案数 30 件、延べ対応回数 91 回で、共に 2006 年度が最も多い。
1999 年度を除くと、事案数が最も少ないのは 2014 年度の 8 件、延べ対応回数が最も少な





4.2 事案 264 件に関与した留学生 275 人の特徴 
4.2.1 性別 




 年齢階層別に見ると、図 3 に示したとおり、20 代前半が 97 人で最も多く、次いで 20 代
後半が 88 人であり、20 代が 185 人で全体の 67.3％を占める。30 代は 77 人で 28.0％を占
める。年齢不明の 8 人を除く 267 人の平均年齢は 27.1 歳である。 
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在籍者数の増加に伴い漸減し、2009 年度には 21.1％にまで低下した。2010 年度に教職員
独身寮を改装した福居留学生宿舎が完成し、且つ、翌 2010 年度末には国際交流会館が竣工
した。他方、2009 年度をピークに 2014 年度前期まで 4 年半連続して留学生在籍者数が減
少した。このため、留学生宿舎入居定員比率は、2010 年度 26.7％、2011 年度 37.1％に増
加し、留学生在籍者数が底を打った 2014 年度には 41.0％となった。その後在籍者数は増
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       図３ 年齢（N=275） 
4.2.3 専攻分野 







 在籍身分別に見ると、図 5 で示したとおり、大学院正規生 98 人（博士 59 人、修士 39
人）が 35.6％を占め最も多い。次いで日本語研修生が 50 人（18.2％）、研究生が 40 人
（14.5％）、学部正規生が 40 人（14.5％）、学部レベルの特別聴講学生が 34 人（12.4％）
と続く。学部レベルの特別聴講学生 34 人中 21 人が EPOK 学生であり（２）、残りの 13 人は
学部間交流協定や CAMPUS アジアなどの様々なプログラムで在籍する者である。その他の
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 在籍身分別に見ると、図 5 で示したとおり、大学院正規生 98 人（博士 59 人、修士 39
人）が 35.6％を占め最も多い。次いで日本語研修生が 50 人（18.2％）、研究生が 0 人
（14.5％）、学部正規生が 40 人（14.5％）、学部レベルの特別聴講学生が 34 人（12.4％）
と続く。学部レベルの特別聴講学生 34 人中 21 人が EPOK 学生であり（２）、残りの 13 人は
学部間交流協定や CAMPUS アジアなどの様々なプログラムで在籍する者である。その他の
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 図５ 在籍身分（N=275） 
4.2.5 経費身分 




 表 1 に示したとおり、275 人の出身国は 50 か国に跨がっている。上位 5 か国は、①中国
110 人、②韓国 18 人、③バングラデシュ 14 人、④エジプト 13 人、⑤米国 10 人であり、









その他, 11 不明, 2
中国 110 エジプト 13 ⽶国 10 
韓国 18 エチオピア 1 エルサルバル  1 
アフガニスタン 2 ケニア 1 カナダﾞ 1 
イエメン 1 コートジボワール 1 コスタリカ 3 
イラン 2 コンゴﾞ 1 パナマ 2 
インドﾞ 2 ジンバブエ 1 メキシコ 2 
インドネシア 5 セネガル 1 北⽶ ⼩計 19 
スリランカ 2 チュニジア 1 チリ 3 
タイ 3 ナイジェリア 1 パラグアイ 2 
トルコ 5 モーリタニア 2 ブラジル 5 
パキスタン 1 アフリカ ⼩計 23 ペルー 2 








 表 1 に示したとおり、275 人の出身国は 50 か国に跨がっている。上位 5 か国は、①中国
110 人、②韓国 18 人、③バングラデシュ 14 人、④エジプト 13 人、⑤米国 10 人であり、









その他, 11 不明, 2
中  110 ジプト 13 ⽶国 10 
韓国 18 エチオピア  エルサルバル  1 
アフガニスタン 2 ケニア  カナダﾞ 1 
エメン 1 ートジボワール  コスタリカ 3 
ラン  コ ゴﾞ  パナマ  
ﾞ 2 ジンバブエ メキシコ 2 
インドネシア 5 セネガル  北⽶ ⼩計 19 
スリランカ 2 チュニジア  チリ 3 
タイ 3 ナイジェリ  1 パ グアイ 2 
トルコ 5 モー タニア 2 ブラジル 5
パキスタン 1 アフリカ ⼩計 23 ペルー 2 
バングラデシュ 14 英国 2 ボリビア 1 
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 4.3 第一報の送り手 
 275 人について、第一報の送り手に着目すると、本人が 140 人で最も多く、全体の 50.9％
を占める。次いで、宿舎の管理及び大学が連帯保証人となっている民間アパート等の事務
処理を所管するグローバル・パートナーズ事務職員が 77 人（28.0％）で多い（３）。3 番目 
に多いのが日本語教員の 19 人である（４）。4 番目はグローバル・パートナーズ留学生受入
担当教員の 17 人であり、そのうちの 7 人が EPOK コーディネーター教員である。当該部局
教員 9 人のうち 8 人が指導教員で、残りの 1 人が留学生担当教員（旧留学生専門教育教員）
である。その他の 6 人の内訳は、留学生相談室に所属する留学生支援ボランティア・WAWA
























フィリピン 4 スペイン 2 南⽶ ⼩計 13 
ベトナム 4 ドイツ 3 豪州 5 
マレーシア 6 セルビア 5 トンガﾞ 1 
ミャンマー 7 フィンランドﾞ 1 オセアニア ⼩計 6 
モンゴル 1 フランス 4 不明 2 
ヨルダン 3 ポーランドﾞ 1 合 計 275 
ラオス 2 ロシア 2   
アジア ⼩計 192 ヨーロッパ ⼩計 20   
 人について、第一報の送り手に着目すると、留学生本人が140人で最も多く 全体の
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 本人以外から第一報の情報提供があった135人のうち41人については留学生と面談を実
施したが、94 人については情報提供者への対応に止めた。この 41 人及び第一報をもたら
した 140 人の留学生の合計 181 人との面談で使用した言語は、日本語 90 人（49.7％）、英
語 78 人（43.1％）、中国語 13 人（7.2％）である。 
 
   
   図７ 面談で使用した言語（N=181） 
4.5 事案ベースで見た相談内容の特徴 
 264 件の事案は、①アパート等の民間住宅に関わる事案が 129 件、②本学の留学生宿舎





 129 件の事案の内容を整理してみると、①家主・不動産屋とのトラブル 44 件、②住宅関
連情報問い合わせ 27 件、③連帯保証人問題 23 件、④事件・事故 16 件、⑤隣人とのトラブ
ル 13 件、⑥その他 6 件である。 
 家主・不動産屋・不動産管理会社とのトラブルが 44 件は、トラブル発生時期によって 3




約したのに入居しない（1 件）があった。タイプ 2 の入居中のトラブル 23 件は、家賃滞納
（16 件）が非常に多く、そのうちの 2 件は行方不明となり、1 件は帰国していた。光熱・
水道費の支払い額をめぐるトラブル（4 件）、契約更新をしないまま入居を続ける（1 件），
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教員 9 人のうち 8 人が指導教員で、残りの 1 人が留学生担当教員（旧留学生専門教育教員）
である。その他の 6 人の内訳は、留学生相談室に所属する留学生支援ボランティア・WAWA
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 本人以外から第一報の情報提供があった135人のうち41人については留学生と面談を実
施したが、94 人については情報提供者への対応に止めた。この 41 人及び第一報をもたら
した 140 人の留学生の合計 81 人との面談 使用した言語は、日本語 90 人（49.7％）、英
語 78 人（43.1％）、中国語 13 人（7.2％）である。 
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4.5 事案ベースで見た相談内容 特徴 
 264 件の事案は、①アパート等 民間住宅に関わ 事案が 129 件 ②本学の留学生宿舎
に関わる事案が 128 、③その他の事案が 7 件 ある。③その他は、公営住宅関連 4 件と
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約したのに入居しない（1 件）があった。タイプ 2 の入居中のトラブル 23 件は、家賃滞納
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国（1 件）、汚したまま退去（1 件）、荷物を置いたまま退去（1 件）、解約時に家主を脅迫
して警察沙汰（1 件）があった。家主・不動産屋とのトラブル 44 件中、明らかに留学生側
に問題があった事案は、家賃滞納の 16 件を含む 23 件であり、家主・不動産屋側に非があ
った事案は 10 件であった。それ以外では、日本語や日本の商習慣がわからないために誤解
が生じたケースが目に付いた。 
 住宅関連情報問い合わせは 27 件で、アパートを探したいが安い物件はないか、探すのを
手伝って欲しいといった内容であり、特に大きな問題はなかった。 
 連帯保証人問題 23 件は、全てが大学に連帯保証人を求めるものであった。宿舎で違反行
為があり強制退去処分になったケースでは、大学は保証人になれないため、保証人会社に
有料で依頼するようにアドバイスした。 
 事件・事故 16 件の内訳は、アパートに不審者が現れる（8 件）、アパート火災で焼け出
された（2 件）、水漏れを起こし下の階の部屋に被害がでた（2 件）、室外機から出火した（1
件）、ビザ更新を怠り不法滞在で強制送還された（1 件）、強盗に入られ現金などを奪われ
た（1 件）、来日時の民泊で危険な目に遭いそうになった（1 件）である。 
 隣人とのトラブル 13 件の内訳は、アパート隣人による騒音被害（10 件）、ルームメイト
との人間関係（2 件）、隣室住人との人間関係（1 件）である。 
 その他の 6 件は、入居日までの数日間住むところがない（1 件）、関東地方へ引っ越して
通学する（1 件）、アパートが古くて寒い（1 件）、隣人の女性（本学留学生）が毎回違う男
性を連れ込むので、同国人として恥ずかしい（1 件）、引っ越すので安い運送屋を紹介して
欲しい（1 件）、建築資材にアスベストが使用されている（1 件）である。 
 
 












施したが、94 人については情報提供者への対応に止めた。この 41 人及び第一報をもたら
した 140 人の留学生の合計 181 人との面談で使用した言語は、日本語 90 人（49.7％）、英
語 78 人（43.1％）、中国語 13 人（7.2％）である。 
 
   
   図７ 面談で使用した言語（N=181） 
4.5 事案ベースで見た相談内容の特徴 
 264 件の事案は、①アパート等の民間住宅に関わる事案が 129 件、②本学の留学生宿舎





 129 件の事案の内容を整理してみると、①家主・不動産屋とのトラブル 44 件、②住宅関
連情報問い合わせ 27 件、③連帯保証人問題 23 件、④事件・事故 16 件、⑤隣人とのトラブ
ル 13 件、⑥その他 6 件である。 
 家主・不動産屋・不動産管理会社とのトラブルが 44 件は、トラブル発生時期によって 3




約したのに入居しない（1 件）があった。タイプ 2 の入居中のトラブル 23 件は、家賃滞納
（16 件）が非常に多く、そのうちの 2 件は行方不明となり、1 件は帰国していた。光熱・
水道費の支払い額をめぐるトラブル（4 件）、契約更新をしないまま入居を続ける（1 件），
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 128 事案が発生した。その内容は、①環境・設備・備品への苦情 31 件、人間関係トラブ
ル 23 件、事件・事故 23 件、入居申し込み 20 件、支払いトラブル 13 件、違反行為 12 件、
その他 6 件である。 
 設備・備品への苦情 31 件の内訳は、室内でインターネットを使用したい（8 件）、室内
が汚い（7 件）、室内及び室外の備品が壊れている（4 件）、大量のゴキブリがいる（2 件）、
共用のパソコンを置いて欲しい（2 件）、卓球台が古い（2 件）、北棟は設備が悪くていやだ
（2 件）、体調が悪いので下の階へ移りたい（1 件）、北棟共同炊事室が混む（1 件）、カエ
ルの鳴き声がうるさい（1 件）、部外者立ち入り夜 10 時までは早すぎる（1 件）である。 
 人間関係トラブル 23 件の内訳は、騒音トラブル（16 件）、共有スペース利用マナーが悪
い（6 件）、ケンカ（1 件）であり、騒音トラブルが非常に多い。  
 事件・事故 23 件の内訳は、不審者のつきまとい（5 件）、器物損壊（5 件）、小火（4 件）、
盗難被害（3 件）、自殺未遂（2 件）、全裸でベランダに出る（1 件）、備え付け冷蔵庫を売
却（1 件）、不法残留者をかくまい警察に逮捕（1 件）、セクハラ被害（1 件）である。 
入居申し込み 20 件は、様々な理由での入居申し込みと入居期間延長希望であるが、特
に問題はない。 
 支払いトラブル 13 件の内訳は、宿舎費滞納（5 件）、ガス料金が高い（4 件）、水道料金
が高い（2 件）、入居月の宿舎費（1 件）、請求用紙の誤り（1 件）である。宿舎費滞納の 5
件のうち 1 件は滞納したまま帰国した。 
 規則違反 12 件の内訳は、知人・親族を泊める（7 件）、部屋を又貸し（2 件）、不正入居
（1 件）、未入居（1 件）、荷物を残したまま退去（1 件）である。知人・親族を泊めたケー
ス 7 件の中には、長期に渡って二人で入居していたケースが 4 件、繰り返し知人･親族を宿
泊させていたケースが 3 件あった。 
 その他 6 件は、保証人である市民から入居時の支援申し出（1 件）、光熱費支払い方法問
い合わせ（1 件）、部屋の鍵を紛失（1 件）、寝具カバー購入希望（1 件）、荷物が届かない
（1 件）、立ち入り検査への苦情（1 件）である。 
 
国（1 件）、汚したまま退去（1 件）、荷物を置いたまま退去（1 件）、解約時に家主を脅迫
して警察沙汰（1 件）があった。家主・不動産屋とのトラブル 44 件中、明らかに留学生側
に問題があった事案は、家賃滞納の 16 件を含む 23 件であり、家主・不動産屋側に非があ
った事案は 10 件であった。それ以外では、日本語や日本の商習慣がわからないために誤解
が生じたケースが目に付いた。 
 住宅関連情報問い合わせは 27 件で、アパートを探したいが安い物件はないか、探すのを
手伝って欲しいといった内容であり、特に大きな問題はなかった。 
 連帯保証人問題 23 件は、全てが大学に連帯保証人を求めるものであった。宿舎で違反行
為があり強制退去処分になったケースでは、大学は保証人になれないため、保証人会社に
有料で依頼するようにアドバイスした。 
 事件・事故 16 件の内訳は、アパートに不審者が現れる（8 件）、アパート火災で焼け出
された（2 件）、水漏れを起こし下の階の部屋に被害がでた（2 件）、室外機から出火した（1
件）、ビザ更新を怠り不法滞在で強制送還された（1 件）、強盗に入られ現金などを奪われ
た（1 件）、来日時の民泊で危険な目に遭いそうになった（1 件）である。 
 隣人とのトラブル 13 件の内訳は、アパート隣人による騒音被害（10 件）、ルームメイト
との人間関係（2 件）、隣室住人との人間関係（1 件）である。 
 その他の 6 件は、入居日までの数日間住むところがない（1 件）、関東地方へ引っ越して
通学する（1 件）、アパートが古くて寒い（1 件）、隣人の女性（本学留学生）が毎回違う男
性を連れ込むので、同国人として恥ずかしい（1 件）、引っ越すので安い運送屋を紹介して
欲しい（1 件）、建築資材にアスベストが使用されている（1 件）である。 
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     図９ 本学の留学生宿舎に関わる事案（N=128） 
 
4.5.3 その他 








留学生宿舎のみの 132 人であったが、2010 年度に福居留学生宿舎、2011 年度に国際交流会
館の入居が始まったことにより 189 人に増加した。留学生在籍者に占める宿舎定員は当初
3 割台であったが、在籍者数の増加に伴い 2 割台に落ち込んでいた。しかし、2009 年度を
ピークに在籍者数が 5 年連続で減少したため、4 割台にまで上昇した。さらに、2016 年度
には国際学生シェアハウスが竣工し、収容定員が 271 人に増えたため、在籍者数も増加に
転じたものの、2017 年 5 月現在で在籍者の 4 割程度の収容能力がある。 
 1999 年 11 月から 2017 年 3 月にかけて、住居関連の事案が 264 件発生し、275 人の留学
生がこれらの事案に関わった。264 件の事案のうち、129 件が民間住宅に関わる事案、128
件が大学宿舎に関わる事案、7 件がその他（公営住宅、他大学宿舎）に関わる事案であっ
た。年間平均事案数は 15 件、一件に対する平均対応回数は約 3 回であったが、留学生在籍
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2015 年度から再び増加に転じた。これに対して住宅関連事案は 2006 年度が最も多く 30 件、
次いで 2003 年度が 23 件と多かったが、2007 年度以降はほぼ横ばい状態である。これに対
して、年度当たりの延べ対応回数でみると、2006 年度が 91 回で事案数と共に最も多いが、
次いで多いのは深刻な事例が発生した 2012 年度の 81 回、2002 年の 65 回、2016 年度の 63
回である。 
275 人の留学生の特徴は、性別では男性が 52％を占め、やや多く、平均年齢は 27 歳で









 第一報の送り手は、留学生本人が 5 割強で最も多く、次いで留学生宿舎担当者を含むグ
ローバル・パートナーズ事務職員が 3 割弱であった。留学生と面談を実施した 181 件（181




 民間住宅に関わる事案 129 件のうち、家主・不動産屋とのトラブル 44 件、事件・事故
16 件、隣人とのトラブル 13 件の合計 73 件が重い事案であり、住宅関連情報問い合わせ 27
件、連帯保証人問題 23 件、その他 6 件の合計 56 件が比較的軽い事案であった。 






























生協専務理事によると、2003 年現在で生協取り扱い不動産物件 1,326 件のうち、留学生





ころで、外国人の要望にも対応できるように努力する準備はできている（2015 年 12 月 15
日談）、とのことであった。 







 隣人とのトラブル 13 件のうち 10 件は騒音トラブルである。日本のアパートは壁や床が
薄いため、隣人との騒音トラブルが発生しやすい。ただし、10 件のうち 1 件は精神的な変
金 3 か月分のうちの 2 か月分の返金を求めたが、帰国 10 日前になっても返金してもらえな
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 5.3 本学宿舎に関わる事案の考察 
 設備・備品への苦情 31 件のうち、室内が汚い（7 件）、室内の備品が壊れている（2 件）、








れまで 9 月末日、3 月末日であった退居期限を 5 日程度前倒しして清掃期間に充当するこ



















ラブル 16 件中 2 件は福居留学生宿舎近隣住民からの苦情であった。 
 事件・事故 23 件のうち、不審者のつきまといは 5 件発生し、カルト系宗教団体の信者に
調を来して幻聴に見舞われた結果であった。 
よる同団体主催行事への参加を勧誘するケース、留学生支援者を装って女子留学生に近づ














を踏まえて対応した。自殺未遂 2 件は救急車で病院へ搬送され、大事には至らなかった。 










 本学の 4 つの留学生宿舎は、留学生のみ入居から留学生と日本人学生の混住までの 4 タ
イプの入居形態が存在し，各々に特徴的な問題が見受けられる。 
 2012 年度末を以て桑の木留学生宿舎北棟の改修工事が完了したことにより、設備面に関
する入居者の不満は原則的に解消された。また、2014 年 10 月に桑の木宿舎北棟・南棟の
各フロアに 1 人ずつ、合計 8 人の日本人学生がレジデントアシスタント（RA）として配置
され、2016年 4月には留学生と日本人学生が混住する国際学生シェアハウスが設置された。



































教育審議会が 2003 年に留学生宿舎の整備及び維持管理に当たって PFI を活用すること
も有効である、と提案している。 
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(5)特に 2000 年代前半は日本語研修生の利用頻度が顕著に高かく、岡（2004）によると、6
か月間で 1 人平均 9 回留学生相談室を訪れた（p.69）。 
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